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【国際特許分類】
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【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】令和3年6月14日(2021.6.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光学的測距装置（１０）であって、
　受光した光量に応じた出力信号を出力する光検出器（３０）と、
　前記光検出器に外部の光を入射させる状態と、外部の光を前記光検出器に入射させない
暗状態とに切り替え可能な走査型スキャナ（５０）と、
　前記暗状態における前記光検出器から出力された出力信号と判定閾値とを用いて前記光
検出器の劣化状態を判断する異常判定器（７２）と、
　を備える、光学的測距装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の光学的測距装置であって、
　前記異常判定器は、温度によって前記判定閾値を変更可能である、光学的測距装置。
【請求項３】
　請求項１または請求項２に記載の光学的測距装置であって、
　前記光学的測距装置の始動時と停止時の少なくとも一方において、前記走査型スキャナ
は、前記暗状態に切り替え、前記異常判定器は前記光検出器の劣化状態を判断する、光学
的測距装置。
【請求項４】
　請求項１から請求項３までのいずれか一項に記載の光学的測距装置であって、
　前記光検出器はＳＰＡＤである、光学的測距装置。
【請求項５】
　請求項４に記載の光学的測距装置であって、
　前記出力信号はパルスであり、
　さらに、前記パルスの数をカウントするパルスカウンタ（６０）を備える、光学的測距
装置。
【請求項６】
　請求項１から請求項５までのいずれか一項に記載の光学的測距装置であって、
　前記光検出器は、２次元に配列された画素ユニットであって、ｎ個（ｎは、２以上の整
数）の受光素子で構成された画素ユニットを有し、
　前記異常判定器は、画素ユニットにおいてｎ個の受光素子のうち少なくともｍ個（ｍは
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ｎより小さい自然数）の受光素子に異常がある場合、該画素ユニットを異常と判断する、
光学的測距装置。
【請求項７】
　請求項６に記載の光学的測距装置であって
　前記異常判定器は、異常と判断された画素ユニットに隣接する位置に、異常と判断され
た他の画素ユニットが存在している場合には、異常信号を出力するとともに、前記光検出
器を停止させる、光学的測距装置。
【請求項８】
　請求項１から請求項７までのいずれか一項に記載の光学的測距装置であって、さらに、
　光の強度を検出する光センサ（２６）を備え、
　前記光センサが検出した光の強度が判定値よりも小さい場合に、前記走査型スキャナは
、前記暗状態に切り替え可能である、光学的測距装置。
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